
 

 

 

 

 

 

 
 

  

合唱コンクールを振り返って 

合唱コンクール実行委員長  石川 旭 
 

2019年を最後に合唱コンクールは、新型コロナウイルス感染症流行に伴い、観客席で

の学年合唱、舞台上でのマスク・フェイスガードの着用、３密（密閉、密集、密接）を避けた

練習など、様々な制限の中で実施してきました。特に、日頃の成果や成長を保護者の方々

や、地域の方々にお見せすることができなかったことは、非常に心苦しいことでした。その

ような状況を乗り越えて、４年ぶりにコロナ以前の形で実施できた今年度の合唱コンクー

ル。様々な方々のご協力もあり大成功を収めることが出来ました。 

今年度の合唱コンクールのスローガンは、『一心響音～想いを込めた曲を届けよう～』

でした。合唱コンクール実行委員たちは「それぞれのクラスがそれぞれの曲に対してクラス

の心を一つに音を響かせ、想いがこもった曲を聴くことのできる合唱コンクールにしたい」

という想いをこめて、このスローガンを考えました。 

そんな実行委員たちの想いを胸に取り組んだ３週間の練習。今年は朝練習も実施でき、

朝の校舎から響く、日に日に美しいハーモニーになっていく生徒の歌声を聴くことができま

した。日々の練習から、本番で「想いを込めた曲を届ける」ために奮闘し成長する生徒の姿

を見ることができました。 

そして迎えた合唱コンクール当日。中学校に入学し初めての合唱コンクール、スカイホー

ルという舞台で、先輩方や保護者の方々に向けて歌うという緊張を乗り越え、一生懸命に

歌い切った１年生の合唱。１年前から大きな成長を感じさせる、どこのクラスが賞を受賞す

るのか全く分からないような非常にハイレベルなクラス合唱が印象強い２年生の合唱。最

後の合唱コンクールにかける想いや、３年間の成長が力強く、深い響きとなり重なったハー

モニーが、会場全体に響き渡っていた３年生の合唱。掛け声とともに軽快なリズムや力強く

腹の底まで響く音などで、観客を魅了した７組の和太鼓演奏。「一心響音」のスローガンの

下、それぞれの学年・クラスの気持ちがこもった合唱や演奏を聴くことのできた最高のコン

クールになりました。 

体育祭・合唱コンクールと瑞穂中学校の２大行事を終えました。ここまで培ってきたクラス

の絆や成長を、行事だけに留めず、今後の学校生活につなげ、次のステージに向かってい

ってほしいと思います。 
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発表順  

  ２組              ３組              1組                4組☆彡ポスター賞 

♪１年生♪ 

  

金賞 

     1 組 

銀賞 

     3組 

 

 

 
          2組             ４組              1組☆彡ポスター賞      ３組  

♪２年生♪ 

 

金賞 

    2 組 

銀賞 

    4 組 

 
 

 

２組             １組               ４組                  ３組☆彡ポスター賞       

♪３年生♪     

 

金賞  

 1 組 

銀賞  

 3 組 

 

 

 
 

特別賞 ♪７ 組♪               

演奏・・・「勇駒-響け、打て、その一瞬の輝きを-」  

                                

スローガン♪（美術部作品）   

一心響音  ～想いを込めた曲を届けよう～  

                                                                                     
♪指揮者賞♪ 敬称略 

３年１組 ○○ ○○    ３年２組 ○○ ○○   

３年３組 ○○ ○○   2年１組 ○○ ○○ 

２年４組 ○○ ○○   2年４組 ○○ ○○ 

1年１組 ○○ ○○ 

♪伴奏者賞♪ 

３年１組 ○○ ○○   ３年２組 ○○ ○○ 

３年３組 ○○ ○○   ２年１組 ○○ ○○      

２年４組 ○○ ○○   ２年４組 ○○ ○○      

１年４組 ○○ ○○ 



 


